
ペットポトル羅微鏡で『 66 6 
ミクロの世界をさぐろう

～ガラスビーズ
せかいさいしょ けんびきょう ふくざつ あ

世界最初の顕微鏡は複雑にレンズガ組み合わさ
ふくしき むし ばい

れだ複式のものではなく、虫めガねのような（倍
りつ たか たんしき

率は高い）単式のものです。オランダのレーベン
かがくしゃ いま やく ねんまえ

フックという科学者は今ガら約300年前にこの単
ざいく じさく さまざま

ざいりょう

材料
せいりょういんりょうすい

魯清涼飲料水の500mlペットボトル（キャッ

プつき） (l) 

レンズ式の顕微鏡をカラス細工で自作し、様々な
かんさつ かずおお はっけん のこ

ものを観察して、数多＜の発見を残しだとされて
おな けんり

います。これと同じ原理の顕微鏡をペットボトル
つか じぶんつく せかい

を使って自分で作り、ミワロの世界を観察しま

しょう。

。ガラスビーズ (3圃） (l) 
まめでんきゅう せん

R 豆電球 (1)。リード線つきソケット (l)
かんでんち たんさん アよう

。乾電池ホルダー（単三e個用） (l) 
かみ

。単三乾電池 ce) : 紙コップ (1)
りょつめん いためひょうし

。クリアテープ鬱両面テープ。板目表紙
ひょっひ せんしょくす

鬱タマネギの表皮（染色済み）

鬱オオカナダモ

道具
せんまいどお

。カッター鬱千枚通しR八サミ
ばん ,, しょつき

。カッター板。定規

とつ

l魯凸レンズのはたらき

凸レンズを使うと小ちいさいものがお大おきく見みえま

す。とおくにあって小さく見えるものを大きくし

ヽ て見るのがぼうえんきょう、近くても小さくて目

ではよく見えないものを大きくして見るのがけん

びきょうです。

V ゞ
凸レンズ けんびきょう

もペットボトルけんびきょうづくり

(1) キャップのまんなかに千枚通しで穴をあけ

る。 1ガyしう小スさじい弓穴豆を）加］る ビ',-ズが内個lに

キャップのまんなかにガラスビーズより少し小
少レ歩ゐように蛉

さい穴あなを千枚通しであけ、ガラスピーズをうめこ

む。
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(2) ペットボトルに切りこみを入れる。

① ペットボトルを［から皐昇＜らいのところ

でわ切りにする。

② しぼり板を通す切りこみをあける。
よう

③ 切りとった部分でプレパラート用のプレー
くち

トをつくる。（ポトルの口からはみ出ない大き

さにする。）

(3) しぼり板をつくる。
がみ さんかくけい

あつ紙から三角形をカッターで切りとる

しょうめいそうち

(4) 照明装置をつくる。
かみ

① 紙コップのそこのまん中にソケットをうめ

こむあなをあける。
そこ

② ソケットを紙コップの底にうめこむ。
かんでんち

③ 乾電池ホルダーとソケットのリード線をつ

なぐ。

④ 乾電池ホルダーを紙コップにはりつける。

(5) プレパラートをつくる。
ひょうひ かわ かんさつ

① タマネギの表皮（うす皮）など観察したい

ものをプレートにのせ、クリアテープではり

つける。

② ボトルの口に、はみ出ないようにのせ、

キャップをしめる。

(6) 観察しよう

① キャップをまわしてピントを合わせる。

② 豆電球を光らせ、しぼり板を動かして、観
あか ちょうせつ

しやすい明るさに調節する。

③ 観察したものをスケッチしよう。
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乾電夫ホルダと
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たいよう む

太陽に向けてレンズをのぞかないこと。
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